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ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」の原作者火坂雅志氏が、今週の赤旗

日曜版から小説「業政(なりまさ)駆ける」を連載します。火坂雅志

氏は、上毛新聞にも「真田三代記」を連載する予定で、たびたび沼

田市を訪れています。箕輪城主長野業政のもとには一時期真田幸隆

も身を寄せていたことがあり、真田家が生き延びる力になっていた

のではないでしょうか。 
真田と関係の深い沼田のみなさんには、ぜひこの物語を読んでい

ただきたいと思います。 

28 日の日曜 
日、十王公園 
を中心に「利 
根沼田一日派 
遣村」が行な 
われました。 
25 人を超える 
医師、弁護士、 
社会保険労務士などの相談員をはじめ、106 人のボランティアが協力し、

相談会や炊き出しなどが実施されました。 
派遣切りをはじめとした労働相談、雇用保険、生活相

談など 40 人が相談に、そのうち 20 才から 50 才代の働

き盛りがほぼ半数。炊き出しだけの利用を含めると 60
人ほどが訪れました。 

炊き出しはおにぎり 300 個、けんちん汁 200 食、カ

ンパは、当日の 12 万円余を含め、60 万円を超えました。

ご協力いただいた多くのみなさん大変ありがとうござ

いました。 
 

(前号からのつづき) 
 つぎに井之川議員は、産地間競争に打ち勝つために、いっそう

の産直販売ルートを開拓する必要があり、沼田市で生産されてい

るあらゆる物資を一同に集積し販売する拠点として、(仮称)沼田ふ

るさと生産物直売センターの設置を求めました。 
 市長は、「今後の研究課題とさせていただきたい」と消極的な姿

勢を示しました。 
 井之川議員は、グリーベル 21 に設置している「沼田ふるさと館」

を発展させ、沼田都市開発(株)などとも連携し、グリーンベル 21
の活用なども考えるべきではないかと提案しました。 
（一般質問報告終わり） 

参加した井之川議員

 日本共産党薄根支部は、工場

労働者にもビラを届けようと、

Ｏ社の門前でビラを配布しま

した。 

駐車場から出勤する労働者に配布する 

沼小学区九条の会が薄根町旧17号

労働基準監督署前に設置した看板 

 
一日派遣村の閉村式 

 

 


